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職務内容書         

 

 

このたび募集する公益財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構（以下「機構」という。）

の常務理事（事務局長）の職務内容は以下のとおりです。 

 

１．公募する常務理事のミッション、求められる人材のイメージ 

○機構は、淀川水系における水質保全に関する調査研究、広報・啓発、活動支援等を

行うことにより、うるおいのある地域社会の形成と関係住民の生活環境の向上に

資することを目的としています。 

 ○機構の目的を達成するため、関係行政機関や研究機関、ＮＰＯとの連携や調整に

優れた能力を発揮し、また効率的な業務運営ができる人材として、事務局長を兼

務する常務理事（以下「常務理事」という。）を募集します。 

 ○公募する常務理事には、機構の運営全般にわたり理事長を補佐し、重要な意思決

定に参画するとともに、事務局職員を指揮監督するため、業務に関する高度な知

識及び経験を有し、業務を適正かつ効率的に運営できる方を求めています。 

 

２．機構の概要 

  機構は、琵琶湖・淀川の水を利用する関係自治体が一体となって水系一貫した水

質保全対策に共同で取り組むため、流域の 2 府 4 県 3 政令市及び民間 126 社の出捐

金により、平成 5 年に建設大臣の許可を得て財団法人として設立されました。平成

25 年 4 月 1 日には公益財団法人に移行し、水質保全をはじめとする様々な事業活動

を推進しています。 

 

 (1) 主な業務内容（平成 31 年度事業計画） 

 ①水質保全調査研究事業（自主）  

◆生活環境保全対策・環境変化への対応・健康リスク問題に関わる調査研究 

流域において、公共用水域への流入汚濁負荷の削減等の生活環境の保全や、気候

変動による水環境への影響問題、またその監視・管理などに関する調査研究を進め

ている。これらは、流域が一体となって取り組むことが効果的かつ効率的であり、

今後の統合的な流域の水環境管理に向けた水系全体の水環境保全や流域管理の改

善を目指している。さらに、関係研究機関や大学等とそれぞれの課題に適した研究

アプローチによる連携した調査研究を推進していく。 
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 ②水質保全啓発事業 

琵琶湖・淀川流域の水質保全を流域住民や行政と共に一体となって推進するため

の広報・啓発事業として、「流域の水質保全、水環境保全のための情報収集・発信」、

「流域住民の水質保全活動の普及啓発・連携支援」を行なう。主な実施項目は下記の

とおりである。 

◆流域の水質保全、水環境保全のための情報収集・発信  

 流域住民、市民団体、行政、研究・教育機関など幅広い層による流域水質保全、水

環境保全の取組みに資することを目的に、流域水環境情報の共有化や利活用を推進

する学術的情報ツールとして、あるいは、琵琶湖・淀川を身近に感じ、地域の水環境

を流域全体として理解してもらうために川に関わる情報をわかりやすく紹介した冊

子の配布等、水質保全、水環境保全のための情報収集・発信に取り組む。   

  （実施項目） 

「BYQ 水環境レポート」 

琵琶湖・淀川流域における水質保全関係者（行政機関、研究機関、教育機関、企

業、流域住民等）の事業・活動の一助になるよう、流域の水質の状況や変遷など、水

質に関連したデータや情報を一元的に取りまとめた「BYQ 水環境レポート」を年１回

発刊し、水質保全関係者に配布するとともに、機構の Web 上でも公開する。 

「水情報冊子－散策ブック」 

琵琶湖・淀川流域内の河川に関する幅広い情報を幅広く紹介、広報していくため、

冊子の積極的な配布を継続し、流域住民の水環境への関心を高めていく。 

「研究成果の発表及び情報収集」 

水質浄化研究所における調査研究の成果を国内外の学会等で発表することによ

り、広く成果の提供と共有を図るとともに情報の収集に努める。 

 

◆流域住民の水質保全活動への普及啓発・連携支援 

   流域住民自らが身近な水辺に親しみ、水質調査等を行うことにより、水環境の 

   望ましいあり方を考えてもらう WAQU2 調査隊や、流域一体となった水質保全活動 

を推進するために、水環境改善に関わる人たちの情報交換や連携の推進に取り組 

んでいく。 

 (主な実施項目) 

「WAQU2 調査隊による水質調査」 

流域住民自らが身近な河川の水質を調べることで水環境への関心を高めていく。

調査回数は年１回とし、参加者数と調査地点は平成 30 年度と同規模を見込む。それ

ぞれの参加者が河川の水質（化学的酸素要求量、アンモニア態窒素、硝酸態窒素、り

ん酸態りん）を調査し、年度末に調査報告を取りまとめるとともに、「身近な水環境
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の全国一斉調査（全国水環境マップ実行委員会主催、国土交通省・環境省後援）」と

連携する。 

「BY スタンプラリーによる啓発」 

市民団体が主催する水質保全活動への参加や水関連施設の見学を通して、流域住

民が水環境への関心を高めていくことを目的に事業を行う。市民団体が主催するイ

ベントや水環境関連施設の紹介マップを掲載した「かわら版」を年３回発行し、Web

上に公開するとともに、市民団体や水環境関連施設等に配布する。また、参加者に

は参加ルールに従って景品を提供するなど流域住民の水環境保全活動への参加を促

していく。 

 

③水質保全活動支援事業 

◆水質保全研究助成  

琵琶湖・淀川流域が抱える水質・水環境課題の究明、その解決策や管理手法の開

発等、持続可能な流域水環境保全に資することを目的に、機構が設定する研究分野

・テーマに沿った研究に対して助成を行う（１件 80 万円）。 

 

  【募集研究分野】 

(1)新たな富栄養化の課題・視点や異臭味の発生に関する調査研究 

閉鎖性水域（湖沼やダム湖他）の水質課題の解決策に資する研究を対象。 

例えば、富栄養化に関する新たな現象・課題・研究の切り口・研究方策、 

水域生態系での物質循環、適正な富栄養化レベル など。 

(2)安全で安心な水のための健康リスクに関する調査研究 

水系病原性微生物、微量有害化学物質等の水環境中での挙動把握、人や 

水生生物への影響評価、削減・制御技術や施策等に関する研究を対象。 

(3)流域水環境管理のための水質指標に関する調査研究 

水質汚濁・汚染に関係する指標、気候変動が及ぼす水温・水質影響に関係 

する指標などの開発や評価手法・施策に関する調査研究を対象。 

 

◆こども水質保全活動助成 

琵琶湖・淀川流域で生活する小学生から高校生の子供達の水質保全活動に対し

て助成を行い、次世代の水質保全活動の担い手の育成を進めていく（１件 10万円）。 

【助成対象活動】 

「水環境について知り、理解する活動」、「水質の保全・改善に関する活動」で、

次の視点や内容を満たす活動 

(1) 琵琶湖・淀川流域をフィールドとした体験的な学習活動が含まれること 
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(2)  上流・下流のつながりなど広域的な視点があること 

(3) 今後の水質保全活動の参考となるような創意工夫があること 
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(2) 組織の概略 
 

  評議員会 
 

  
 

 

（９名） 

 
 
 
  監  事 

 
 
 

   

 
 
 

 

 評議員 

 
 
 

 
 
   幹事会 

 
 
 

 

      （２名）     

                   

  
  

            （９名） 

   

  理 事 会 

 
 
 
 

 
 
 

 

（８名） 

 

 
              
 

 
 

 理 事 長 

（代表理事） 
 

   
 
 
 

 
 
 
 

  
 
 
 
    

 

 顧  問 
 

 
 
 
 

 
 
 
     

学術委員会 

 
 
 
  

（２名）   
 
 
 
 
 
 

 

  理   事 

 
 
 
 
 
 

（５名）     

     

 
 
 
 
 

       

   
 

 常務理事 

 
 
   幹事会 

 
 
 

 
（８名） 

  
            

  
   
           

   事   務   局 
 

 
  琵琶湖・淀川 

  水質浄化研究所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

             （４名）          （３名） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

     事務局長 

  （常務理事兼務） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  研究所長（非常勤） 

   （理事兼務） 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

   総務企画部長 

    （滋賀県） 

 

      副所長 

（兼）調査研究部長 

  

      事務員 

      事務員 
 

     研究員 
 
 

 
 
 
 



- 6 - 

３．職務内容 

   常務理事は、理事長を補佐し、財団の業務運営の全般について掌握し、財団の重 

要な意思決定に参画するとともに、事務局長を兼務し、事務局の事務を総理し、所属 

職員を指揮監督します。主な職務としては、以下のような業務を統括し、職員の指揮 

監督を行います。 

 

 (1) 事務局総務企画部の業務 

    ・理事会、評議員会等を運営します。 

  ・学術委員会等を運営します。 

  ・人事、事業計画、予算等に関して適切な資源配分のための総合調整を行うととも

に、適切な執行に関して責任を負います。 

・国、地方公共団体、研究機関やＮＰＯ等との連携のため、協議、調整を行います。 

・経理、資金運用、その他の管理業務を行います。 

・琵琶湖・淀川水系の水質保全に関する広報啓発を行います。 

 

 (2) 琵琶湖・淀川水質浄化研究所の業務 

  ・琵琶湖・淀川水系における水質浄化に関する調査研究、技術開発等を行います。 


